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一
を
窪
ん
で
見
た
が
、
紙
数
が
制
限
を
超
過
す
る
た
め
、
之
を
断
念
し
て
本
題
の
「
市
揚
均
衡
の
安
定
依
件
」
に
費
夏
し
た
。
本
文
の
要

一
項
は
一
一
同
年
前
甥
に
-
部
少
数
の
人
迭
に
は
発
表
稀
で
あ
る
が
、
之
を
少
し
〈
柿
改
し
て
此
の
機
舎
に
一
般
的
托
す
る
と
共
民
、
安

一
定
問
題
江
多
大
の
関
心
を
有
し
て
ゐ
ら
れ
る
博
士
の
御
高
裁
を
仰
が
ん
と
し
た
安
第
で
あ
る
。
ま
た
他
方
に
於
て
近
年
ヒ
ツ
ク
ス
の

一
名
を
混
と
耳
に
す
る
が
、
彼
れ
の
理
論
に
は
批
判
検
討
を
要
す
る
所
が
砂
く
友
く
、
従
っ
て
所
設
共
佳
陀
は
容
認
し
雑
い
も
の
で
あ

7
0
0

共
の
一
例
を
示
さ
ん
と
す
る
の
も
本
題
を
採
揮
し
た
理
由
白
一
つ
で
あ
る
。

一
市
場
均
衡
の
安
定
性
の
問
題
は
数
年
，
M
、
即
ち
神
戸
商
大
で
ワ
ル
ヲ
ス
の
何

-zszLポ
S
E
C
S
-
o
唱。一

-245
宮
司
を
諌
ん
で

一
ゐ
た
と
き
既
に
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
で
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
理
論
江
接
し
で
甫
め
て
之
に
手
を
縄
れ
た
も
の
で
た
〈
、
彼
れ
と
異
る
立
場

か
ら
安
定
保
件
の
探
お
に
相
常
努
力
を
捕
っ
て
ゐ
た
白
で
あ
る
。
そ
し
て
本
文
D
結
果
に
遺
す
る
ま
で
に
二
三
白
も
白
を
得
た
が
、

一
何
れ
も
安
定
と
不
安
定
七
の
中
間
・
即
ち
雨
者
の
何
れ
に
も
局
し
た
い
揚
合
の
出
周
辺
方
に
困
難
を
感
じ
、
又
僚
件
の
充
分
性
に
つ
い

一
て
疑
問
が
残
っ
た
。
併
し
と
れ
も
市
場
均
衡
の
安
定
性
が
財
の
一
突
鑓
換
忙
針
し
て
不
時
慌
た
る
ベ
雪
乙
と
を
利
用
す
る
に
至
っ
て
漸

γ、
氷
解
し
た
。
帥
ち
得
た
る
保
件
は
充
分
性
を
有
し
た
か
っ
た
。
ヒ
ツ
ク
ス
の
も
り
亦
然
り
で
あ
る
(
第
八
節
)
。
そ
己
で
方
針
を
一

一
麹
し
て
本
文
所
設
の
如
く
に
し
た
の
で
あ
る
o

「
結
論
は
至
桜
簡
明
で
も
江
ピ
安
定
性
の
，
定
義
を
奥
へ
る
だ
け
た
ら
ぽ
、
吠
陀
掲
げ
る
如

市

場

均

衡

の

安

定

傑

件

園

E 

遺

長
文
両
国
保
馬
博
士
の
遠
隔
山
記
念
論
文
集
に
小
論
掲
我
の
楽
を
得
た
白
で
、
週
日
と
し
て
先
づ
「
賭
数
切
符
制
度
の
理
論
的
考
察
」

市
場
均
街
。
安
定
傑
作

七



〈
何
等
教
問
中
の
知
識
を
要
し
な
い
。
但
し
此
底
予
一
は
一
般
交
換
均
衡
の
場
合
に
止
め
、
生
産
均
衡
の
揚
合
は
他
。
機
舎
に
譲
る
が
、

市
場
均
揮
の
安
定
傑
件

，、

勿
品
同
の
方
針
を
採
用
し
得
る
も
の
と
忠
ふ
。

々
日
仏
-

さ
て

M
X
E
M山
格
の
燃
中
と
し
て
、
他
財
V
内

V
均一

v
h

の
侭
格
を
夫
h

抗
日

円
山
、
ま
た
仇
給
を
夫
々
町
Q

山一

恥
と
し
、
此
等
の
倒
的
怖
に
臆
や
る
各
財
の
需
要
を
夫

払
と
す
る
。
突
に
各
倒
絡
の
微
努
動
似
品
一
仇
に
到
す
る
需
要
の
建
動
主
夫
々

h
p
と
し
、
之
に
際
じ
て
唆
動
の
般
の
和

』ロ

L
己
目
¥
供
給
の
時
世
動
を
夫
々

h
p一
』
♂

L 

』
巴
司

L
P
+
h】
)
"
〔

J
v
u
+

+

h

ロ=【山田〕『
d

〔

H
bは

h
p
二七一

+

K
回同

L
P
+

+
h
m
H
f
《

J
M出
門

1

、〕

を
巧
へ
、
之
を
夫
々
需
要
及
び
伏
仇
刊
に
闘
す
る
限
界
都
一
動
の
杭
和
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
さ
て
各
財
の
需
要
と
供
給
と
が
一
致
す
る

や
う
な
似
体
に
卸
し
て
は
市
場
均
衡
が
保
た
れ
る
が
、
若
し
剛
山
怖
が
均
衡
伯
仲
怖
か
ら
動
け
ば
、
均
衡
が
破
れ
、

そ
し
て
雨
模
和
の
差

(
b
l
Z
に
つ
い
て
一
一
一
つ
の
場
合
主
生
や
る
。
卸
ち
債
格
稼
一
動
の
比
《
ず
・
ュ
?
の
値
の
如
何
に
腕
せ
や
，

r
「
表
(
白
!
と
が

常
に
負
な
る
場
合
、
二
H1h
が
川
市
に
一
止
左
石
場
合
、
三
比
の
値
の
如
何
忙
よ
っ
て
雨
郡
和
の
差
が
負
と
も
左
り
、
ま
た
正
と
も
在
る
揚

合
で
あ
る
。
そ
し
て
均
附
則
に
餐
動
の
た
い
限
り
、
此
等
=
一
場
合
の
各
は
財
の
一
次
提
換
に
謝
し
て
不
裂
で
あ
る
。
即
ち
務
換
に
よ

斗
唱
。
“

っ
て
叩
の
場
合
か
ら
乙
の
揚
合
に
移
る
が
如
き
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
此
の
舶
に
消
口
し
て
也
ち
に
吠
の
定
義
主
興
へ
る
こ
と
が
出

来
る

3

四
ゆ
っ
第
一
の
揚
合
に
は
市
場
均
術
は
絶
針
安
定
で
、
第
一
一
の
場
合
に
は
絶
針
不
安
定
で
あ
る
と
い
ひ
、
ま
た
第
=
一
の
揚
合
に

は
、
債
怖
鎚
品
別
の
比
に
或
る
師
団
の
制
限
を
試
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
雨
積
和
の
差
が
負
と
た
る
た
ら
ぽ
保
件
的
安
定
で
、
五
と
な
る
た

ら
ば
傑
件
的
不
安
主
で
あ
る
-
一
い
」
(
清
い

開
)

特
殊
の
場
合
と
し
て
巾
財
の
恨
格
闘
世
動
忙
針

L
て
は
安
定
で
、
乙
財
に
劃
し
て

ば
千
安
定
と
た
る
如
き
乙
と
も
あ
り
符
る
の
で
あ
る
つ



更
陀
個
人
埼
衡
の
安
定
住
か
ら
慌
格
に
闘
す
る
需
給
芳
一
白
受
動
度

笠
岡
)
同

l
伊
)

由

E

ロ

の
巾
に
、
市
場
均
術
貼
に
は
肝
て
本
と
な
ら
ぬ
も
の
が
必
十
日
行
花
す
る
こ
と
と
た
り
(
第
十
宍
怖
)
、

否
{
横
山
宮
淵
)
に
闘
す
る
三
攻
形
式

一

4
日
P
H
M
r
E
2
4
)
t
F
H

一

辻

E

g

z

一
と
、
市
場
均
術
駄
に
於
て
同
符
山
内
を
取
る
こ
と
と
な
る
。
散
に
こ
の
式
が
負
定
形
た
ら
ば
均
衡
は
絶
判
安
定
で
、
正
定
形
た
ら
ば
紘

一

、

吋
不
安
定
で
あ
る
。
本
文
で
は
之

E
以
て
定
義
と
し
た
(
第
十
仰
)
。
そ
し
て
之
上
り
容
易
に
ヒ
ツ
ク
ス
円
安
定
保
何
が
噂
か
れ
(
第
十

七
内
勺
従
っ
て
波
れ
の
も
の
は
必
延
性
を
有
す
る
が
、
既
迅
の
如
く
充
分
刊
を
有
し
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
特
に
一
財
の
場
合
に

符
っ
て
雨
積
和
の
差
が
倒
格
の
増

一
は
灼
術
の
安
定
不
安
定
は
需
給
J
へ
の
縫
動
皮
(
的
情
に
糊
す
る
)
が
負
な
る
か
、
ぽ
な
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
り
、

一通
L

一
致
す
る
と
と
と
た
る
。

ワ
ル
ラ
ス
の
典
へ
た
定

本
-
孔
で
は
山
内
結
県
に
λ

止
す
る
符
路
を
明
か
に
す
る
と
共
に
二
三
の
例
主
山
中
げ
て
定
義
の
常
識
的
考
裂
の
資
料
に
供
し
た
。
な
ほ

一
叫
刀
場
換
に
就
い
て
は
た
ピ
安
定
-
刊
の
批
判
に
必
要
た
る
程
度
に
止
め
宇
、
後
の
利
似
を
も
ほ
っ
て
非
干
の
護
公
式
を
も
放
せ

三
ぷ
由
い
た
c

従
っ
て
本
文
会
鰐
と
し
て
は
対
の
媛
換
と
安
定
保
刊
と
の
二
円
川
を
例
記
し
た
か
の
知
事
一
一
糊
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。
此
の

一
貼
一
川
押
山
田
H
m
何
日
山
山
討
を
乞
ふ
突
第
で
あ
る
。

財

の

-
衣
鍵
換

市
川
吋
向
冊
円
安
定
帳
刊

ゴι



市
場
均
荷
の
安
定
慌
仲

O 

-
、
財
の
合
成
、

一
次
鑓
換

若
干
個
の
財
宝
、
数
H
E
の
比
が
一
定
な
る
や
う
に
と
り
、
夫
れ
を
一
括
し
て
一
つ
の
財
と
考
へ
た
と
昔
、
之
を
合
成
財

(
2
5
3
1

一∞
-
Z
E
E
-
d
E
L
-
q
)
と
い
ひ
千
之
に
針
し
て
一
疋
の
も
の
を
原
財
(
唱
コ
E
E
2
2
2
E
Z
Z可
)
と
呼
ぶ
。

一
い
ま

n
個
D
財

/

一

二

)

.

同

司

出

ヨ

出

=

が
あ
る
と
し
、
共
の
数
量
を
夫
々

h
v
h
-
h
と
す
る
。
之
に
潤
し
て
行
列
式
の
窄
で
泣
い
母
式
(
行
列
)

(
凶
)
(
回
一
』

)
U
L拘
ロ

一
を
考
へ
、
財
仰
を
原
財
と
し
て
、
敢
闘
豆
の
比
が

P 
.~ 

但
回-

干
に
等
し
い
合
成
財
を
作
り
‘
之
を
も
に
て
示

L
、
そ
し
て
こ
れ
の
草
位
と
し
て
原
財
の
査
が
夫
々

E
-
r
F

一
る
。
然
る
と
き
母
式
聞
か
ら

n
個
の
合
成
財

(

印

)

吋

-
5

出

一
を
件
、
そ
し
て
比
等
の
教
室

}
f
p

一

(

h

H

)

♂

H
E
」
ヨ
十
戸
£
ヨ
+

之
に
つ
い
て
取
扱
ひ
の
便
宜
上

回
一
自
在
る
も
の
を
取

Eγ
と
原
財
の
数
量
と
の
聞
に
突
の
関
係
を
生
十
る
。

+
rミ
=

一
日
】
-
P

ロ
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3
R
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一と
-
K
F、
と
と
が
あ
る
。
か
〈
十
れ
ぽ
川
閣
は

(

胡

)

占

H
A
U
ヨ

+

ぷ

ヨ

ナ

+

子

γ

と
な
る
c

己
の
や
う
忙
し
て
合
成
財
を
作
る
こ
と
を
母
式
ぬ
に
よ
っ
て
財
仰
を
鑓
換
す
る
と
い
ひ
、
之
に
上
っ
て
得
た
る
財
仰
を
山

(
-
t
p
h
p
 
ロ
) 

の

豊里
換
財
と
呼
$: 

t、

突
に
財
山
の
外
に
標
準
財
X
を
と
り
、

こ
れ
に
よ
る
印
の
慣
格
主
夫
々
唱
ご
宇

?
と
す
れ
ば
、
受
換
財
仰
の
債
格

f
f・

-
E

ば

{ 

岳

) 

(
戸
『
「
日

と
た
る

更
に壬

之 H
と r
(4) も
とぺ
bて l

副

主毘
り:p

究+
σ〉
関
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を
生

る

+
凶
宙
望
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ヨ
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叫

) 

明
巴
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H
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2
5
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H引い
n
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v
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M
g
2
H
M
4
F
R
J圃

己
t
h

に
【

Z
一
二
可
戸
は
夫
々

J
ヨ
の
盤
…
限
小
品
mm
八
刀
を
一
不
す

G

一
仮
設
に
よ
り
母
式
仰
の
行
列
式
は
雫
で
左
い
故
、
そ
の
逆
が
必
宇
存
在
す
る
、
之
を

一

(

哩

)
(
F一)一

}
L
P
Z

一

と

す

れ

ば

、

同

土

り

，

可

-
H
F
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F
+
一
ぜ
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+
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m

w

)

 

( 

】

o 
) 

-HHr
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+
-
z
r
 

同
】

) 

と
た
り
、
財
仰
は
母
式
問
牛
よ
る
財
向
の
援
換
で
あ
る
。

そ
し
て
例
よ
り

(
]
同
)

(
]
H
F
P
 

P
H
g
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+
Z
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市
場
均
衛
円
安
定
慌
仲

を
得
る
。
要
す
る
に
討
の
時
党
換
は

n
惜
の
財
を

n
個
の
組
に
八
刀
つ
も
り
で
、
財
杢
慣
と
し
て
見
る
と
き
各
財
の
数
量
に
鑓
化
主
生
じ

二
、
畳
換
率
そ
の
他
の
関
係

時
申
込
換
財
口
取
扱
仏
陀
使
ま
の
た
め
に
概
準
財
E
Y
に
て
、

そ
の
数
日
正
文
を

y
に
て
去
は
す
。
い
ま
令
(
F
3
・

F
)
を
標
準
財

X
及
び
叫
川
川
に
封
ず
る
一
個
人
の
理
揮
珂
放
と
し
、
之
に
叫
を
代
入
し
た
も
の
を
ψ
、
即
ち

(
同
日
)
句
会

-r
同
ヨ
)
リ
晶
、
(
ヲ
一
凶
ω
一己

w
-
M
-一-tw)
日
も
(
ア
ア
ヨ
}
=
)

一

w

w

と
沿
け
ば
、

ψ
は
明
か
に
標
準
財
及
び
嚇
~
換
財
仰
に
到
す
る
選
搾
両
放
を
去
は
ず
。
い
士
雨
岡
敬
上
り
得
ぺ
合
一
世
換
寧
そ
の
他
の
闘

係
を
刀て

す
た

め
K 

;

也

、

4
z

白
M
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『
宇
一
ぜ
日
台
。

-

屯

同

一ち一

H
T
z
-
3
J
H
明日
C
Z

Q
H
M
h
z
p
(一

司

}
H
Y
戸

己
れ
と
川
河
と
よ
り

一

(

日

目

)
M
V
Z
Z
H
市
三
2
7
H
M
U
P
L
4
4

一

(5
いほ

L
忘
年
言
語
…
)
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4

0

4

G

 

一
を
得
、
主
た
時
と
附
と
よ
り

]
h
w
)
 

-
h
H
)
 

叩
(
3
1
3
)
L
3
w
引
(
心
』

l
角一』
)
L
3

九
年
一
件
る
。
こ
れ
デ
ュ
プ
イ
の
第
三
円
意
味
K
於
け
る
限
界
相
封
殺
用
(
討
)
が
財
の
場
換
に
針
し
て
不
同
盟
た
る
乙
と
を
示
す
。
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を
得
る
。
主
た
刊
よ
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I
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-
H
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乞
目
玉
し
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(
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叶
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唱
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己
、
に

特
に
市
場
均
術
開
に
於
て
は

凶

リ

hf
同国

H
〉国

(
四
号
)

リ

A
r
H
p
z
従
っ
て
二
電

H
O

一
で
あ
り
、
己
れ
と
必
と
か
ら

一

3
3
7
γ

』

l
p

と
え
る
つ
即
ち
川
町
財
に
つ
い
て
布
揚
均
術
が
成
り
立
ワ
z
C

昔
、
師
世
故
財
に
つ
い
て
も
亦
成
立
す
る
ロ

タ
一
日
出
』
一
司
従
っ
て
ユ
唱

H
O

七
、
盤
動
度
の
蜜
換
公
式

先
づ
泊
よ
句
集
閣
均
衡
号
一
の
経
動
度
を
要
素
と
ず
る
母
式
に
つ
い
て

民

b
M由

J
-
~由

J
P
J

g
f
-
L日
(
己
C
)
{

白
ニ
ヒ
(
吉
)
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場
内
閣
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件
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し
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一
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れ
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を
得
る
、

ま
7己

一

回

ヘ

由

一

日

』

-
q
同
r

J

一

d
w
u
叫
f
u
?
↓

p
t
、、

一
と
者
け
ば
母
式
(
ヨ
ア

(
t
u

は
夫
々
一
7
契
形
式

一

三

色

3
3
4
i
ュ一
d
-

に
閲
す
る
ア
ー
ミ
『
(AZ--

一
に
ほ
却
す
る
ほ
式
で
あ
る
。
モ
し
て
悶
上
り

一

(
g
)
{
F
)
H
(
7
C
S
R
)
(
一E)

一
と
な
る
。
何
と
な
れ
ぽ

一

泊

三

fT21
立
一
日
間

F
L
g
u
誠一

i
針
-dr

誠一一

i
h出J
一
に
抑
]
出
【
リ
山
(
民
一
+
持

)1=

八
、
市
場
均
衡
誌
に
於
け
る
特
殊
の
塑
換

(
叩
叩
)

同
ヘ
也

4
-
E
『
〈
-

J

-
M
叫
f
~
ご
↓
叫
劃
」L

2
2

に
閲
す
る
)

( 

d 

c 
) 先

づ
庶
財
の
四
川
惟

-r-

陀
市
場
均
術
院
絡
を
興
へ
る
。

と
し
て
溜
釘
た
る
直
角
母
式
を
選
べ
ば
、

(
E
)

は
倍
莱
母
式
と
た
る
。
即
ち

母
式

Z
乙
は
封
稽
的
な
る
故
、
第
五
節
白
所
説
と
同
様
に
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し
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目、

212 
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o 

十

一
一
従
っ
て(

沼

恒

)

己
の
式
は
叫
に
よ
り
古
色
に
等
し
い
。
枕
に
ミ
告
が
定
形
式
左
ら
ぽ
、

3
・
5
-
5
-
は
繍
て
問
符
放
を
取
る
が
、
之
に
反
し
て

不
定
形
式
た
ら
ぽ
此
等
の
巾
に
厄
の
も
の
と
負
の
も
の
と
が
混
在
ず
る
。
こ
れ
に
上
っ
て
見
る
に
、
【
ー
も
が
不
定
形
式
の
場
合
陀
は

町

一

回

巴

町

一

円

同

白

河

=

↑

叫

一

昨

・

~
U
7
ヘ
ョ
剖
円
山
一
一

一
が
線
て
負
で
あ
っ
て
も
、
遁
営
に
受
換
す
れ
ば
(
土
の
如
き
特
殊
の
も
。

ι限
ら
や
と
も
)

由

4-

也

ιF

白
〈
己

司
4
m
唱

町

《
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崎
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司
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古
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ョ
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と
左
リ
、
不
定
形
で
あ
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。
モ
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)
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ん
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、
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故
に
口
語

市
場
均
揖
の
安
定
臨
件

四

)‘

-
H
r
+
♂
恒
三

H
v
t

q
J「
一

目

白

J
7

を
行
へ
ば

1

1

l

u

l

J
7

吋・

2同

と
な
り
前
者
は
正
教
で
あ
る
。

な
ほ
本
怖
の
所
地
は
財
凶
-
-
同
日

同
一
一
に
針
し
て
ヒ
ア
ク
ス
の
市
場
安
定
保
件
が
満
さ
れ
る
と
も
、
愛
換
財

J
p
t
J
・
〈
】
』
に

針
し
で
は
滅
さ
れ
た
い
こ
と
が
起
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
ヒ
ツ
ク
ス
の
保
件
は
決
し
て
充
分
と
一
三
ロ
ひ
得
な
い
。

一
後
に
示
す
如
く
草
に
必
要
保
件
た
る
に
止
る
も
の
で
あ
る
。

市
場
均
衡
の
安
定
性

丸
、
市
場
均
衡
の
三
種

財
山
の
倒
的
情
一
?

℃一』)は

n
次
一
川
市
史
問
の
知
の
坐
棋
を
去
は
す
も
の
と
見
て
、
市
場
均
衡
貼
(
即
ち
市
場
均
街
倒
格
を
県
鹿
と
す

ノ】る

十き
る'3 ~ 

8 iffi 
f旦 石

ヲ!し?連
1 市 L縦
長場と拍
子均::-- ~~Á 
Fコ，!f;9f'
1E出 H を
♂を三三tf
... 0 ~I 子て

ヲI? = 
ヲ1HX

kzi三局
ユ、 F

Z乙 と 玩
k 友

刀之

を

と
す
る

3

且
つ
一
三
一
三
淫
突
微
分
可
能
で
あ
る
と
し
、
市
場
均
術
結
(
之
を
E
に
て
一
手
)
に
於
け
る
微
分
係
数

ば
叶
す
に
於
け
る

f
の
切
拍
悼
の
方
向
係
教
を
去
は
ず
や
う
に
助
霊
を
定
め

5
9
従
っ
て
此
等
の
微
分
係
教
の
少
〈
共
一
つ
は
本
一
七

「

三、
叫

) 

-" 、。
) 

コ一、(コ)



一ρ
q
h
e

突
t
H
u
g
-
E
E
E
F
は
債
格
』

f
p

一
一
致
、
従
っ
て

t
の
岡
敬
で
あ
る
。
従
っ
て
個
人
均
衡
量
の
一
和
九
は
ま
た
同
校
児

t
の
両
政
と
た
る
。
依
っ
て
市
場
均
街
黙
か
ら
曲
線
F

一
上
の
任
意
の
一
聡
司
(
?
淘
同
ゲ
円
以
ピ
)
に
ま
る
線
時
四
分

(rに
滑
ム
て
の
)

、H
V

l
)
U
μ
(
凶
-
〉
-E唱一

(
T
Y
M古
田

)

軒
先
，
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
之
を
の
三
に
て
去
は
ず
。
即
ち

、

守

、

"

S
H
)
C
E
H
H
1
一
凶
(
凶
-
l
〉
一
王
宮
H
I
一
凶
?
(
円
)
一
ぺ
(
【
)
骨

一

e
R

凶

，

。

同

と

L
忙

F
S
H
H』
1
〉
』
(
一
H
戸

P

E

}

そ
し
て
之
よ
り

一

(

包

)
ι

。Hl
凶
(
同
戸
〉
-
三
宮

然
る
に
市
相
場
均
術
賄
(
円
1
2
に
於
て

P
陀
封
ず
る
財
白
個
人
均
衡
量
を
表
は
す
も
の
と
す
れ
ば
、

此
等
院
債
格
の
函

門

H
L
S〕

同
-
w
h
f

H
-
F
 
ロ

) 

故
に
此
の
知
に
於
て

で
あ
る
。
従
っ
て
均
術
知
日
に
於
け
る
む
の
依
に
到
し
で
一
ニ
つ
の
場
合
主
生
や
る
。
即
ち
t
の
任
意
の
無
限
小
増
分
に
針
し
て

G
D

一
明
分
が
、

ω正
な
る
と
き
G
は
棋
小
、
川
開
負
な
る
と
き
G
は
極
大
と
な
り
、
J

川
正
負
不
定
の
J
F
一斉」
G
は
以
小
と
も
極
大
と
も
友
ら
白

円
L

に
於
て
市
場
均
術
に
つ
い
て
共
の
性
質
を
究
の
一
ニ
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
本
節
目
聞
の
保
件
に
遁
ず
る
任
意
白

一課
r
Zし
て

G
が
市
場
均
術
黙
に
於
「

-
Q
H
Q
 

〈
一
)
樹
小
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呂
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合

一
一
)
川
州
大
と
な
呂
場
合
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市
場
均
慌
の
安
定
操
作

=
一
六

又
は
一
つ
の
曲

(
三
)
右
の
何
れ
に
も
.
加
し
な
い
も
の
、
例
へ
ば
一
つ
の
曲
線
に
つ
い
て
G
が
械
小
と
も
極
大
と
も
な
ら
ぬ
場
合
、

協
に
つ
い
て
は
概
小
と
た
る
が
、
他
の
曲
織
に
つ
い
て
は
ほ
え
と
友
石
如
雪
場
合
で
あ
る
。

十
.
安
定
性
の
定
義
と
其
の
傑
件

前
怖
の
三
場
合
に
封
す
る
僚
件
を
求
め
る
た
め
忙

C
と
の
第
二
微
分
を
取
れ
ば

3
3
t
(
u
t
l凶
i
M占《一宮
-
E
l
凶
(
同
一
|
〉
一
三
日
宮

叶
L
q
p

を
し
て
市
揚
均
衡
黙
に
於
て

j
屯

M

L
4
U
1

凶

J3r一切戸
L
g

4

・
f

一丁同日

ロ

司
v
p

B

と
な
る
。
第
十
六
筒
山
本
に
注
立
す
る
如
〈
、
時
世
品
即
位
割
配
引
の
線
て
が
一
本
と
友
石
如
き
こ
と
は
決
し
て
在
い
。

ま

た

ニ

ヲ

-
-
?
ι
?

ば
均
向
結
巳
に
於
け
る
曲
線
「
の
切
線
の
方
向
比
を
去
は
す

3

故
K
F
を
遇
常
に
取
れ
ば
、
己
の
比
K
任
意
の
値
を
取
ら
し
め
る
と

寸
一
が
川
東
ろ
っ
依
っ
て
任
援
の
思

r
に
つ
い
て
、
市
場
均
術
黙
に
於
て
り
が
械
小
と
た
る
た
め
に
は
、
削
の
右
濯
が

L
t
?

へ2
4
)

ワ
リ
ミ
a3

そ
し
て
之
れ
以
外
D
場
合
に

一
は
不
定
即
時
註
る
を
市
ー
す
る
j
逆
に
山
刊
の
右
逃
が
正
定
形
む
る
か
、
負
定
形
た
る
か
、
又
は
不
定
形
な
る
か
に
従
っ
て
夫
々
第
一
、
第

、
雪
一
の
場
合

Z
Z。

何
い
た
れ
ば
前
市
司
頭
の
限
設
に
よ
り

L
ヲ
二
一
宇
ニ
ヲ
ら
中

2
く
と
も
一
つ
は
均
衡
賠
に
於

て
え
け
で
た
い
か
ら
で
あ
る
う
依
っ
て
第
一
の
場
合
に
封
ず
る
必
要
充
分
保
件
は
、
仰
の
記
抗
主
用
日
て
、
市
場
均
衡
結
に
於
て

(一
-r
に
閥
ず
る
41
定
二
弐
形
式
た
る
を
要
L
、
ま
た
極
大
と
在
る
た
め
肥
は
負
定
形
た
る
を
要
し
、
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団

ゆ

ω三
一

一
で
、
第
二
の
場
合
に
到
す
る
も
の
は
突
の
如
く
で
あ
る
。
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f
v
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Z
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〉
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-
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=
ω
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J
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2
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f
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f
-
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さ
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L
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す
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一
一
弐
形
式
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M
L
ー
に
会
主
一

7t-

C

町
宮

十
ば
、
州
上
り
知
ら
れ
ろ
如
〈
、
川
明
の
簿
換
に
到
し
て
不
穏
で
あ
る
。
冊
以
格
の
品
目
日
分
を
羽
田
札
礎
数
と
し
て
、
己
の
ご
弐
式
が
市
抑
制
均
術

一
刻
に
於
て
負
定
形
な
ら
ば
、
己
の
均
衡
は
施
封
安
定

2
5
3
-
z
g
q
E
Z
O
)
で
、
正
定
形
左
ら
ば
絶
劃
不
安
定

(
ω
-
b
c
r
z
q
Z
E
E
-
o
)
で

， 

あ
る
と
い
ム
。
そ
し
て
之
に
針

f
呂
必
裂
充
分
傾
判
は
夫
々
何
山
聞
に
て
興
へ
ら
れ
る
。

た
ほ
右
の
一
一
弐
形
式
に
於
て
岡
山
栴
費
動
を
圧
に
澗
J

止
と
す
れ
ば
、
定
形
と
な
ら
ぬ
が
、
岡
山
怖
の
縫
動
に
到
し
て
或
る
穏
の
制
限
を

設
け
れ
ば
、
一
一
究
式
が
常
に
負
、
又
は
常
に

U
!と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
と
の
場
合
に
前
者
は
侮
件
的
安
定

(SEMA--忌〈
ωZVW)
で‘

後
者
は
傑
件
的
不
安
定

(
n
Z
E
Z
=
U
H
-
-〕

FEr-3)

で
あ
石
と
稀
へ

3
3
例
へ
ば
或
る
種
の
商
品
だ
け
を
切
り
離
し
て
考
へ
れ
ぽ
安
定

一
で
、
仙
の
も
の
を
も
含
め
れ
ぽ
安
定
と
な
ら
血
と
と
も
あ
り
得
る
。

一
十
一
、
需
給
に
闘
す
る
限
界
鑓
動
の
積
和

市
場
均
街
の
安
定
保
件
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場
均
冊
の
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定
臨
件

八

慣
故
情
唱
す
円
以
崎
、

?
の
交
換
に
於
て
財
丸
に
却
す
し
ゐ
個
人
需
要
目
線
和

E
h叫
に
て
、
個
人
供
給
の
鳩
和
主

n
h
k
て
表
は
す
n

市-

h
U
】
写
供
給
の
費
動
を
夫
々
訟
斗

kr

一
?
に
潤
ア
る
岳
山
市
宵
の
礎
動

E
宍
々
弘
同
)
す

h
U
7

に
慣
悼
惜
の
倣
穏
動
月
ゴ
デ

{JJ-

hm=
と
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之
に
感
じ
て
境
動
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積
の
和

L
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仏
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h
M
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y
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門
日
凸

一
を
考
へ
、
之
を
夫
々
需
要
及
び
供
給
に
閥
ず
る
限
界
蜜
勤
の
積
和
と
呼
ぶ
E
と
と
す
る
。
然
る
と
き
}
両
者
の
去
は
明
か
に

一

(
5
3
h
l
q
u
凶
h
(凶
戸
〉
一
三
宮

(
I
y
p
i
口
)

一
で
、
己
れ
は
財
の
礎
換
陀
節
し
て
不
遜
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
凶
仰
い
山
よ
り
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?
H
H
M
S
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f
h
(
ポ
l
g
)

一
L
宮

H
M
F
Z押
内

工

円

(

国

一

」

}
(
T
U
H

一2)

÷故
k

h

l

a

H

凶
さ
一
言
』
(
ボ
ー
ロ
一
三
4
R
H
凶
m
L
W
L
Q
L
l
E」
)
{
7
7
M
M

凶
h
(
5
1
3
)
L
S

一

rl」一
W

F

W

，

と
た
る
か
ら
で
あ
る
。

雨
債
拘
の
差
と
安
定
性
と
の
閥
係
を
見
る
忙
、

d
l
E
d
h
-

h

ヨ
!
?
了
門
l
ト
ユ
豆

+
Q
5

4
g
z
 

一
そ
し
て
之
上
り

(
3
2
)
 

》

4qi

白

l
I
R
H
M
M
斗
l
y
f
E
L
P
+
C
3

E

C

F
白



一
己
、
陀
。
β
3
3
は
犬
々
一
第
二
、
第
三
位
以
土
の
無
限
小
を
表
は
ず
。
依
っ
て
積
和
の
差
は
市
場
均
衡
献
が
安
定
左
ら
ば
負
ぞ
、

一
不
安
定
友
ら
ぽ

R
で
あ
ろ
。
逆
に
慣
仲
怖
の
微
礎
勤
《
ず
一
ニ
ウ
ザ
ペ
ry-
ノ
の
比
の
偽
如
何
に
か
L
は
ら
者
、
差
(
白
十
三
が
負
左
ら
ぽ

市
場
均
術
は
結
針
安
定
で
、
正
た
ち
ぽ
絶
叫
刊
不
安
定
で
あ
る
。
依
っ
て
市
場
均
街
の
経
折
安
定
、
絶
叫
訓
不
安
定
は
積
和
の
差
の
負
と

正
と
を
以
て
寸
る
己
と
が
出
来
る
。
序
女
児
は
之
主
識
せ
て
沿
い
た
の
で
あ
る
。

一
左
ほ

i
の
と
き
安
定
傑
件
は

一

白

河

町

(

]

)

『

l
n
d

一

回

3

司
令
畑
町
ち

M
1ト
八
号

一

C
町
、
】

C
モ司

と
た
り
ワ
ル
ラ
ス
の
町
ハ
へ
た
も
の
と
-
設
す
る
。

〆

〆

+
ニ
、
第
九
第
十
刑
怖
の
川
試
は
問
中
に
へ
州

m的
に
市
場
均
術
を
三
種
に
大
別
し
、
夫
れ
に
安
{
馬
不
安
定
の
定
義
を
肌
一
へ
た
も
の
に

一
泊
ギ
ぬ
が
、
い
ま
之
に
就
い
て
一
つ
の
元
明
主
試
み
ゃ
う
と
芯
ふ
。
之
に
同
意
を
表
し
難
い
人
も
あ
ら
う
が
、
市
揚
均
衡
に
つ
き
三

一
場
合
の
生
趨
は
之
を
否
定
す
毛
己
と
が
山
川
来
な
い
。

個
人
選
探
両
政
φ
に
つ
い
て

。t
T
L
Z
F
L
F
+

4
J
 

は
両
教
の
濯
が
方
に
叫
別
し
て
不
健
左
る
の
み
な
ら
宇
、
財
の
礎
換
に
封
し
で
も
亦
不
遜
で
あ
る
(
第
二
筒
(
日
)
埜
照
)
。
そ
し
て
括
弧
内

+
司
王
一
自
己

一
の
第
二
宮
下
の
和
は
、
デ
て
フ
イ
の
思
想
を
梢
望
見
し
て
多
財
の
場
合
に
捕
張
す
れ
ば
、
財

X
E測
定
の
尺
度
と
し
て
の
他
財
の

度
以
殺
用
、
即
ち
財
の
所
有
景
が

F

F

F
一
の
と
き
、
財

ur
ぷヨ

M
r
E
夫
々
【
一
何
回
唱
《

-F--RFE
だ
け
獲
得
す
る
た

一
め
に
、
捌
波
し
で
も
旋
支
へ
左
い
と
す
る
財
X
の
景
主
表
は
ず
も
の
で
あ
る
{
註
)
。
そ
し
て
匂
一
向
は
之
と
標
準
財
の
増
分
と
の
和
で

あ
る
。
故
に
ん
立
川
刷
は
財
の
所
有
量
の
鑓
動
《
r
e
L
P
-

《
-rk伴
っ
て
生
や
る
個
人
の
主
観
的
利
得
を
標
準
財
で
測
っ
た
も
の
と

市
場
均
衛
目
安
定
保
件

九

前掲胡i著戸a プイめ相封殺用参照註



市
場
均
揖
の
山
正
也
候
件

I!'l 

O 

一
見
る
と
止
が
山
来
る
。
之
を
標
準
財
的
限
界
利
得
と
仮
栴
ず
る
(
詰
)
。

い辛仇《一
F

L
ソ約三

《一
F
は
所
周
倒
格
の
均
術
拙
に
於
て
慣
伯
仲
の
微
援
動
会
=
舎
で

L

甘
口
に
射
す
る
個
人
均
衡
且
一
A
O
縫
動
量

(
例

L
無
限
小
町
主
部
)
を
去
は
す
も
の
と
す
れ
ば
、
付
一
m
刊
は
己
の
債
特
援
動
に
よ
っ
て
生
宇
る
限
界
利
得
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
揚
合

《

T
+
力
三
一
何
回
+

+
?
-
A
r
p
-
+
(
5
1
9
L
n
f
-
+
 

日

J
H町田

+
{
r
i
p
-三
?
H
P

F
H
F
P
 
ロ

) 

な
弓
己
正
か
ら

A

一句
J
川

1
1
1
M
(と
l
B
)
会戸

キヨ

E

と
た
る
a

F
川
川
仰
の
慣
併
名
聞
に
於
で
貼
A
か
ら
貼
H
ま
で
一
つ
の
曲
線
に
沿
ム
て
侭
格
が
帥
出
動
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伺
人
目
受

け
吊
利
得
は
紘
一
界
一

44f
で
あ
る
。
伺
し
尚
一
机
上
の
各
知
に
於
け
る
限
界
利
得
は
共
の
宮
於
け
る
標
準
財
を
尺
度
と
し
で
測

に

V
4
3

ろ
も
の
と
す

2
3
此
の
利
得
は
正
教
の
と
と
も
あ
札
ば
、
ま
た
負
教
の
こ
と
も
あ
る
。
正
友
ら
ば
主
倒
的
に
利
待
を
得
た
も
の
で
、

H
]戸、回、

ロ
) 

負
左
ら
ぽ
出
央
を
刊
一
品
っ
た
も
の
で
あ
る
。

市
抑
制
均
術
期
間
一
司
τ
?

?
)
ま
で
債
格
鑓
動
し
た
と

乏
か
ら
川
護
し
て
前
々
筒
の
曲
線

r
に
沿
ふ
て
知
可
(
司
一

-
P

債で す
イ品 あ れ，
?がるf X，if 
揚 之~ケ(守之
島1 手 を 喰 I'" ~L 
W(r J~ j- I宅上

¥1"1 ム云 11 つ
川 ι 寸

ぷ -t~ ~L;~ 1-与
とヨ長ー己主
孟 151 史
f 三九i'" ;f ~l 

;/1. ~ト然三 fq
二ると

己主
Jヨー

〔
【
耳
目
「
目
(
円
)
]

そ
し
て
交
換
ゑ
加
汗
の
巾
に
主
観
的
に
利
訴
を
得
る
も
の
も
あ
れ

こ
の
均
衡
は
俄
れ
‘

所有f丘町費動がf酉格 PJ'P.，2， ."PIlの交換で行はれたも町ならば
dX+PIOXl+ 平PlldXIt =0 

ff=(P1ー州x1+...+C?n-PII)dxa従って

註



ぽ
、
損
失
を
蒙
る
も
の
も
あ
る
。
此
等
損
得
の
代
数
和
が
卸
ち
の
(
円
)
で
あ
る
。
市
場
均
衡
貼
に
於
て
G
O
値
は
勿
論
。

係
敬
一
も
亦
ん
γ
で
あ
る
。
曲
川
机
の
取
り
方
に
開
山
ず
や
肋
鑓
放
t
の
悦
動
、
即
ち
間
待
の
任
意
の
微
竣
動
門
市
場
均
衛
倒
椅
か
ら
の
)
に
封
し

そ
り
微
分

一
一
り
が
品
川
に
リ
佐
伯
を
取
る
と
き
は
第
一
の
場
合
(
官
14)
で
、
負
数
怖
を
と
る
と
き
は
第
二
の
場
合
(
不
安
定
)
で
あ
る
。
不
完
全
不
五

附
で

Am刀
懸
念
も
多
分
に
あ
る
が
、
之
を
怖
い
て
平
易
に
一
一
三
日
へ
ぽ
第
一
は
全
鰐
的
に
見
て
個
人
利
鈍
を
抑
制
し
て
ゐ
る
欣
態
モ
、

第
宇
唱
は
個
人
山
肌
失
を
防
止
し
て
ゐ
石
如
雪
耽
態
で
あ
る
。
人
は
一
般
に
他
人
の
利
続
享
受
を
行
過
す
る
か
、
ま
だ
他
の
損
失
招
来

を
救
は
ん
と
す
る
か
。

な
ほ
市
場
均
術
は
日
れ
も
振
子
の
本
術
欣
態
の
如
き
も
の
で
、
市
川
心
が
支
駄
の
下
方
に
あ
る
揚
合
に
は
、
振
子
が
動
け
ば
共
の
抗
日
置

一
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
増
し
、
上
方
に
あ
れ
ば
減
!
?
ろ
。
前
者
は
安
定
で
、
後
者
は
不
安
定
で
あ
る
。

十
一
-
一
、
不
安
定
均
荷
の
生
起

あ
る
。

h
況
の
則
前
定
義
に
よ
る
も
亦
同

M
2
4
4れ

に
は
個
人
均
術
の
安
定
性
が
大
た
る
役
目
を
な
す
と
同
時
に
貨
幣
所

安
定
と
不
安
定
と
何
れ
が
辿
り
円
相
い
か
。
山
市
汲
的
の
概
念
上
り
す
れ
ば
現
貨
の
訓
合
に
於
て
市
場
均
術
は
事
く
の
揚
合
に
安
定
で

四
川
の
榊
加
が
泊
貨
の
明
大
を
来
す
傾
向
の
あ
お
と
と
も
-
つ
の
原
聞
と
な
る
。
之
を
黙
は
し
め
る
た
め
に
、
先
づ
ス
ル
ザ
キ

1
の
方

;t-f¥ 
エに

を
J[正

雨
とM ;ど OS)!-S:;) 
C) C.) に t

'3?'=:: 

d. "x 

リ1:
よ莱 旦

~・J モrip
- + 
ナ] ー

を|?号 7、，、-
ムて τ
円相-

!Jrr ":: 
す 1
れ 土台
ぽも

(
同
日
)'" ) 

市
場
均
衡
円
安
定
揖
件

四

となり，限界利得はダユフ・イ円相聖書放用を表はすこととなる。



市
場
均
栂
の
安
定
慌
件

四

l-7」
l
J
H
Z
-
τ

=4吐

i之引

ーとえ迂る
s

E

L
に

何
と
在
れ
ば

一

9

3

9

:

7
1凶
3
Z
I
S
)
唱
]
れ
山
1
M
M唱
に
市

」

e

a

m

c

s

た
る
を
以
て
で
あ
る
。
突
に
変
換
悲
加
者
の
綿
て
に
つ
い
て
右
の
方
程
式
を
漫
々
桐
加
す
れ
ば

由

一

円

3

(4g
げ
に
一
司
一
司
日

l
M
(
a
i同
)
(
H
l
内
円
)
l
M同

一

f
'
-
C
旬、
=

c

s

と
な
り
、
そ
し
て
市
場
均
加
が
安
定
な
る
か
、
不
安
定
在
る
か
に
従
っ
て
疋
泣
は
負
又
は
正
と
友
る
。

さ
て
個
人
均
術
の
安
定
保
件
(
即
ち
法
際
問
教
の
依
大
傑
件
)
は
母
式
百
三
司
一
会
)
を
係
数
の
母
式
と
す
る
二
弐
形
式
が
負
定
市
川

な
る
こ
と
で
あ
る
。
己
の
場
合
活
母
式
三
月
一
¥
豆
を
係
数
の
母
式
と
す
る
こ
弐
形
式
も
亦
負
定
形
と
た
る
。
故
に
仙
刊
に
於
て
R
は
正

放
で
あ
る

3

依
っ
て
此
の
方
程
式
の
だ
溢
が
五
放
と
な
る
た
め
に
は
有
法
の
第
一
一
明
が
正
敏
と
な
る
を
要
す
る
。
己
の
項
に
つ
い
て

a

M

は
、
比
(
の
値
が
-
K
放
た
ら
ば
交
換
に
よ
る
貨
幣
支
山
川
を
表
は
し
(
さ
、
負
枇
在

ιば
M
l
l
a

は
貨
幣
の
牧
得
額
と
な
る
。

限
り
に
一
個
人
に
つ
い
て
初
め
の
場
合
に
は
需
要
者
、
後
の
場
合
に
は
似
給
持
と
呼
ぶ
と
と
と
す
る
。

-
般
に
個
人
に
つ
い
て
貨
幣

一
所
得
が
品
川
川
加
す
れ
ば
、
他
け
の
需
要
tz同
げ
す
か
、
叉
は
似
給
を
減
じ
、
従
っ
て
一
市
川
肯
者
は
支
同
を
崎
明
大
し
、
供
給
者
は
牧
入
の
減
少

を
火

ir崎
向
が
あ
る
。
之
を
認
め
れ
ば
時
給
府
事
刊
の
何
れ
に
つ
い
で
も
ノ

-
1
山
町

ν3(両
日

の

互

に

で

は

ら

中

毒

5
3
2と
ま

)

一
と
た
ろ
。
放
に
需
要
者
に
ワ
い
て
は
叫
仰
の
右
越
は
常
に
負
数
で
あ
り
・
と
れ
が
が
一
致
と
在
る
白
は
供
給
者
に
限
り
、
し
か
も
R
が
収

入
と
消
費
皮
と
り
積
よ
り
小
た
る
揚
ム
口
で
あ
る
ロ
依
っ
て
問
に
よ
り
不
安
定
均
衡
は
安
定
の
方
よ
り
起
り
難
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る

い
ま

貨幣の語を成るべ<i睦けたいりであるが，説明の恒宜上と与では根市財を貨
幣と呼んでお(， 

註



(
第
十
凡
筒
4
9
間
三
特
に
交
換
参
加
者
の
鳩
て
に
つ
い
て
消
費
度
が
零
の
場
合
(
戎
盟
主
鼎
〕
に
は
供
給
者
に
つ
い
て
も
附
白
右
謹
は
常

に
負
数
と
友
り
、
従
っ
て
不
安
定
均
衡
は
決
し
て
生
じ
た
い

3

十
四
、
標
準
財
か
ら
他
財
が
分
離
可
能
の
場
合

一
前
中
川
の
式
R
は
安
定
問
題
に
つ
い
て
特
に
主
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
畑
町
古
川
か
ら
他
財
が
分
離
可
能
の
場
合
に
は
、
共
の
意
義

一
が
明
か
し
}
危
り
、
目
つ
方
程
式

ωは
z
t
M
m
問
躍
と
た
る

3

と
の
仮
設
の
も
と
に

一

a
r
p
c
H」
h
F
t
H
F
N
-
Z
)

↑
と
ナ
切
っ
ョ
即
ち

μ
は
怖
い
川
中
財
X
に
謝
す
る
他
の
各
財
の
置
換
一
一
牢
の
出
世
動
率
(
X
に
闘
す
る
)
で
あ
る
(
註
)
。

一
て
交
換
方
程
式
及
び
個
人
均
衡
傑
件

と
の
僚
件
を
考
慮
に
入
れ

右‘をを i を
の得 得 a
万る 、 に

程。とつ

式己口れ寸づい 7
?のミ ~:eJ よ百て 4
1 雨に り 『 幅 十

安|安溢 11 ゐ微 cL1
11 に巴 4 品分 Z号、p. 11 ~向 L ず Z

田空:-1J E12〉れ l
~.ヨ ξ" ば'"じ -1 ~、。)

111 
F |l 」 =

、さ↓ヨ u

リ ー凶
同4
』

ー戸 4 吃ヨ

」

ミ
ヲ

ヨ

コ
リ
ヲ

日

]

「

戸

コ

)

リ
戸
日

ー
に
つ
い
て
相
加
し
、

H
陀
て
雨
遜
を
除
す
れ
ば

(
叶
凶
)

市
場
均
衡
の
安
定
時
件

四

第十六節(闘民組済雑誌第七拙著，債格捜到に停ふ分離可能財の需給費動，
十四巻第三貌}を且よ a

謹



市
場
均
栂
円
安
定
傑
仲

匹4
p-q 

を
得
る
。

E
れ
に
亡
R
の
意
味
は
分
明
ず
る
。

等
式
問
に
於
て

R
は
山
川
怖
に
泌

e
へ
た
畑
/
、
、
正
放
で
あ
る
包
故
に
消
費
皮
は

μ
と
同
符
抗
を
取
る
。
従
っ
て
雨
者
の
一
方
の
符
械
が

決
定
す
れ
ば
、
他
は
之
に
作
っ
て
定
ま
る
。
前
市
に
於
て
は
消
沈
皮
は
ポ
又
は
認
と
し
た
枚
、

於
て

-
J
3
L
r
+
]
J
2
L
J
+
 

夜
る
故
、

μ
も
亦
同
様
と
な
る
。
ま
た
他
方
に

+
P
E
L
F
-
川川、エ
H
J
A
r
-
+
-
J
L
E
+

+FLup) 

μ
は
町
山
川
市
川
X
に
阿
ず
石
他
財
の
限
界
放
川
(
第
十
二
筒
)
の
漣
動
車
↑

(
X
に
閥
す
る
)
で
あ
る
。
然
る
に
通
常
貨
幣
の
所
有

世
が
増
せ
ば
、
同

が
討
議
的
で
あ
る
。
か
〈
見
れ
ば

μ
は
正
又
は
「
?
と
な
り
、
従
っ
て
市
托
皮
も
亦
同
町
悼
と
な
る
。
是
に
於
て
土
記
前
様
。
見
回
作
か
ら

ず
川
山
岳

L
」
仮
設
す
5
3

一

一
切
品
川

μ
は
人
々
に
よ
っ
て
共
の
他
を
具
に
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
織
で
の
参
加
者
に
封
し
て
得
た
ら
ば
泊
資
度
も
亦
零
と
な

τ、
前
節
に
遁
べ
た
如
ぐ
不
安
定
均
仰
は
生
じ
な
い
。

μ
の
値
が
川
市
ー
な
る
己
と
は
枕
市
川
X
に
対
ず
呂
他
財
内
世
換
率
が
去
に
川
唯
一
閥

一
昨
な
る
こ
と
を
汗
山
味
し
、
と
の
場
合
唱
山
探
ん
川
放
を
旭
川
に
取
れ
ば
、
似
川
中
川
川
に
附
す
る
限
界
法
搾
ヰ
は
常
政
と
な
る
。
師
ち
貨
幣
の

m算
処
刑
(
田
市
町
立
叫
で

)Eiと
限
設
ず
る
と
き
、

h
j均
仰
は
常
に
器
主
で
あ
る
。

一
次
に

μ
が
布
で
な
い
場
合
、
見
上
り
符
ペ
き
R
の
似
を
怖
に
代
入
す
れ
ば

司

-

コ

ー

(
豆
町
ー
副
官
3
H
I
E
-
Z
M
)
(
H

れ
)

と
な
る
。
そ
し
て
右
謹
が
正
裁
と
在
る
の
は

商
品
に
到
し
一
f

支
州
は
ん
と
ず
る
会
舗
が
以
前
よ
り
増
ず
か
、
又
は
少
く
と
も
以
前
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
の

E
K
角

)VH



一
の
と
き
で
あ
る
。
然
る
に

一

芸

l
a
γ

叫
引
っ
仲

125

之
を
収
入
比
閥
す
る
限
界
致
用
の
伸
縮
率
と
呼
ぶ
立
と
と
す
る
。

Z
の
仲
縮
率
(
市
場
均
情
駄
に
於
け
る
)
が
供
給
者
に
封
し
て
ー
よ
り

一
え
た
る
と
き
に
、
問
の
布
浸
は
川
比
一
政
と
た
ろ
。
之
を

-TH却
に
一
一
日
へ
ば
、
収
入
が
附
せ
は
貨
幣
所
有
景
は
増
し
、
従
っ
て
他
財
の
限
界

一
奴
川
(
本
主
的
立
咋
に
於
け
る
)
も
榊
ナ
が
、
後
年
刊
の
府
ナ
州
m
A
口
が
前
者
の
も
の
よ
り
も
大
た
る
と
き
に
、
仲
縮
率
が
1
上
り
大
と
な
り
、

同
の
お
川
泌
が
正
放
と
た
る
コ
そ
し
て
か
ミ
る
供
給
斉
が
相
岱
に
あ
る
ル
一
き
に
甫
め
て
不
安
定
均
衡
を
生
じ
得
る
O
で
あ
る
。

十
五
、
簡
草
な
る
感
用

庖
ミ
用
ゐ
る
知
〈

M
一主一

同
=
を
間
待
唱
士
宮

?
の
交
換
に
於
け
る
個
人
均
衡
是
と
す
れ
ば

依 i町こ
イコ t~ fL 
-c 上
1官 l1 i) 
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て~二:."' +ヰ
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手.~ z. 
る
揚 J子生
ノ込
口 二斗ー

を'-~ -:: 
1月
J¥ 

日
戸
回
、

.'-

な
る

と
一
世
け
ば

-
Z
H
P
P
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(
と
〉
=
)

市
場
均
衝
の
安
定
保
件

四
豆王



市
場
内
栂
円
安
定
保
仲

四
六

(
叶
品
)

つ

巴

(

〉

|

リ

丘

町

v
p

』
〈
{
)
(
山
市
品
川
③
伊
時
)

4
1叫
引

r
ュE
H
と
ど
白
3
づ
百
一

V
G
(
ポ
哨
H
R
G
作

岬

)

と
な
る
。

一
他
方
に
於
て
車
中
財
を
貨
幣
と
し
、
第
十
三
筒
の
俄
併
を
用
ひ
れ
ば

〉
リ
ハ

H
(
羽
町
三
叫
4
3
持
一
一
吾
)
[
(
一
一
五
叫
す
)
持
論
丞
)

一
従
っ
て
川
町
左
溢
は
商
品
の
慣
格
援
助
に
よ
っ
て
町
市
長
者
が
琳
支
出
せ
ん
と
す
る
金
額
か
ら
供
給
者
が
増
牧
せ
ん
と
す
る
金
制
軒
差

一
引
き
た
る
差
何
聞
を
去
は
す
。
依
っ
て
倒
的
怖
が
同
一
率
に
て
一
一
升
に
騰
貴
す
る
と
き
、
刊
に
よ
り
、
均
衡
が
安
定
友
ら
ば
、
者
市
立
者
の

琳
川
ぜ
ん
と
す
ろ
余
i

紙
上
り
引
払
何
者
の
常
収
せ
ん
し
」
欲
ず
る
金
制
の
方
が
大
E
あ
る
。
不
安
定
の
揚
合
に
は
此
の
反
謝
と
な
る
。

一
十
六
、
第
二
例
と
し
て
市
場
均
術
に
於
て
交
換
ム
増
加
者
の
人
の
初
期
貨
幣
荒
が
ま
だ
け
増
加
し
た
場
合
に
つ
い
て
債
格
の
愛

一
動
開
係
を
見
る
。以

-
H
M
A
R
J
M
-
H
k
f

一

D

〈

「

工
る
士
、

A-LMY-古
川

市

r

z

t

H】
一
戸

J

H

4

L

白
司
」

こ
h

K

L
司

τ
A
一-J

は
指
数
十
七
取
り
去
る
。

時t
に右

""の
" ~ 
¥f.，丞
Aこに烹
ときï~ lif.i 

き 会 返
ユに
;? 

'9 

ー申主
Q)I:::" 1" 
R:~ し

官

'" 
ー
に
つ
い
て
相
加
す
れ
ば



依
っ
て
一
人
の
初
期

EHZー
す

る

と

き

、

均

術

が

安

室

長

、

共

の

人

に

つ

い

て

の

毒

品

(

申

込

町

中

に

償

義

1

h

匂と

J

一
市
立
を
す
も
の
が
あ
る
か
、
又
は
下
級
川
山
(

J

司
八
三
的
中
に
侭
格
の
下
落
を
来
す
も
の
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
不
安
定
志
ら
ば
、

一
例
能
川
氏
が
下
級
品
の
中
に
起
る
か
、
又
は
下
落
主
級
品
の
中
に
生
γ
る。

一
一
注
意
唆
動
度
目
(
】
ヨ
一
l
H
W
F

一
程
式
よ
り

M
u
p
f
 』
〉
司
〔
山
川
町
民
号
潜
ゆ
)

}
〈
号
(
う
山
市
品
川
岳
縞
ゆ
)

】
】
)
の
鴻
て
が
巾
揚
均
術
黙
に
於
て
本
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
本
州
仰
の
初
め
に
掲
げ
た
方

一

〆

'

1

J

一
そ
し
て
此
の
と
と
は
総
て
の
参
加
者
に
つ
い
て
成
り
立
つ
。
い
ま
之
を
訂
の
有
迭
に
代
入
す
れ
ば

一

?
r
-
r

・
白
河
』

!l-z=

一

l

i

l

i

-

-

-

-

一

色

勺

』

2

•• 

q
ヲ

t
z

同
『

I

司
リ
ハ

一然
Z
に
個
人
安
定
位
休
刊
に
上
り
|
い
〈
号

-
r
-
ハ中

一

回

九

日

吉

一
之
れ
院
定
に
矛
盾
す
る
。
依
っ
て
竣
動
度
。
同
一
の
ド
亡
有
揚
均
伽
賠
亡
於
て
4
A
U

と
友
ら
ぬ
も
の
が
必
A
Y

存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一

q

S

E

t

-

t

。9~ Q)
$:l16 

o 

(
τ
u
F
F
 

ロ
) 

+
七
.
ヒ
ツ
ウ
ス
町
安
定
候
件

私
の
導
い
た
安
定
保
件
闘
ー
は
ヒ
ツ
ク
ス
の
も
の
と
異
る
が
、
後
者
は
前
者
か
ら
従
ふ
も
の
な
る
E
と
、
即
ち
私
の
定
義
か
ら
白
必

要
注
川
な
る
と
と
を
山
げ
に
示
し
て
止
〈
。
先
づ
安
定
保
件
闘
が
市
場
均
一
何
叫
に
於
て
成
り
立
つ
と
偲
設
す
る
。
然
る
と
き

い

円

山

口

一

ty--F

一
「
岬
，
F
~

4
4
J
 

】
) 

市
場
向
街
の
安
定
保
件

四
七



市
持
均
時
の
安
定
峰
山
仲

と に での

た適あ(，
りす る小

瞬、石 と行

立 (64) や 偲タI(
方の l ろ身」凶定合点
程 右 辻 ' 1 f亡主。pl~ す去は
式法 r!畏，a. ;~ f'1れ片手

..::: 1':". :? :? ~ーで

t巳ず::.. 、 ~I~ あ
定企ず o 方』 ト リ
]f6 d "o程得

宇 11 ロニ式 1 左
な } よ士 号 い
ら こ 2 '
由 r 戸 三ニ二 {IIJ

~:\ ~と L 主
り問主主 ー ι

で = ー 戸れ
あと ば

そー が
11'， 
来

(二)

白一

F

q

M

-

f
f
F
+
-《

-
P
+

担

問

》

同

町

田

V
同

円円 10.) ミミコ

:?i~ さ'1戸
町ヨ ム

+ ? 
吾pl設で二

也 l氏
f :?!工
十ユ

'0 

+ 

に
遡
ず
る
や
う
に

L
P叩

L
P

由

A

+

1

1

}

ユ
ヲ

H

。

L
目
白

勺
ぐ

+
J
目
円
一
E
1
3

。
℃
-

a

31
戸

+
副

E
1
7
L
G
S 円

一
八
乙そ

の
結
果
と
し
て

L
聞記

+
M
H

H
Lヲ
戸
日
号

j
由
判
M

制
劃
会
L
E
H
L
【『宮 守

=
を
と
り
、
各
方
程
式
に
夫
々
《
一
宇
品
?
・

【
一
宮
を
莱
巴
て
相
加
す
れ
ば

四

ハ‘



と
左
る
。
然
石
陀
上
の
聯
立
方
程
式
よ
り

圃

L
h
7
H

番
目

-
U
1

E
a
h

に

与

l

H

H

一

均

一

何

回

m

w

凶一

一

一

由

ヲ

'
S
I同

一
崎
戸

-

h
凶い

一

曲

目

》

凹

h
J
3
:
一

喝

放

に

与
l
H

占
ふ
と
ほ
共
の
符
琉
を
異
に
す

Z
白

l

y

 

o
v
 

a

d

k

l

-

特
に

-
H
H
の
場
合
忙
は
以
V
L
P
日
L
V
P
L司一〈
3

と
・
取
り
、
双
一
ハ
仰
は
負
数
で
あ
る
。
依
っ
て

戸、で』

't一

h
m
八
号
、
ト
〉
(
)
・
会
〈
P

E
れ
印
ち
ヒ
ツ
ク
ス
の
所
謂
完
全
安
定
傑
件
で
あ
る
。
己
れ
に
依
っ
て
兄
る
に
、
州

れ
に
封
し
て
必
要
性
を
有
す
る
が
、
第
八
怖
に
示
し
た
如
〈
充
分
性
を
有
し
友
い
。

一
は
楓
て
之
を
供
給
し
て
、
貨
幣
以
外
に
何
物
主
も
姥
さ
た
い
場
を
考
へ
、
彼
等
の
供
給
す
る
財
V

刈
の
線
量
を
町
と
す
る
。
他
の
参
加

者
は
従
前
通
り
と
し
、
記
税
も
前
と
同
一
の
も
の
を
採
す
れ
ば
、

程
式

と
を
り
、
保
件
白
山
民
よ
り

LA--x
八
号

《
-
宮
〈
=

h
F
M
A
 

。3iE吉田!?守
!' iC'・::9:?' 

十
八
、
特
殊
者
。
参
加

8128|芦

変
換
に
特
殊
の
汗
が
寺
川
し
、
彼
等
は
貨
幣
の
牧
得
を
H
的
と
し
、
池
の
何
物
を
も
需
要
し
友
い
の
み
在
ら
や
、
初
期
所
有
の
財

市
場
均
衡
の
安
定
燦
件

同日

l
〉】

E
一

は
債
格
の
函
数
で
、
市
揚
均
衡
債
格
は
聯
立
方

回

ブL



一
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
③
特
殊
供
給
者
は
市
場
均
術
間
絡
を
巧
ほ
し
て
、
そ
の
供
給
叫
止
を
増
減
す
る
Z
と
も
あ
ら
う
が
、
犬
れ
が
決

定
さ
れ
る
ま
で
は
、
供
給
長
は
中
間
慣
絡
に
封
し
て
無
闘
係
で
あ
る
と
仮
設
す
る
。

一
い
ま
債
格
を

(
p
-
P
H
V乙
と
し
て
微
分

(
4
3
l
M
U
一M
l
r
J
Z
)
《一宮

(13
コ)

を
考
へ
、
之
を
市
場
均
術
拍
手
一
週
る
曲
線
に
沿
ふ
て
協
同
恨
分
し
、
第
九
怖
に
於
け
る
と
同
一
の
方
針
に
て
市
場
均
衡
を
三
種
に
匝
別

一
し
で
、
共
の
安
定
不
安
定
を
定
義
す
れ
ば
、
第
十
筒
と
金
〈
同
一
円
結
果
聖
得
る
。
若
し
と
の
市
場
に
於
て
特
殊
者
以
外
は
締
て
第

一
十
三
怖
の
な
味
に
於
け
る
常
必
者
な
ら
ば
、
同
怖
の
所
訟
に
よ
り
市
場
均
術
は
絶
対
安
定
千
一
決
し
て
不
安
定
は
生
じ
な
い
。

一
夫
に
特
殊
品
刊
の
供
給
に
州
同
時
世
動

L
E
M
-
L
-
H
J
7
L
E
-
-
V一生

t
、
そ
の
杭
川
市
と
し
て
市
場
均
衡
倒
絡
に
夫
々
《

-P
【一宇

だ
け
の
礎
化
(
相
川
し
無
限
小
の
主
部
)
を
来
し
た
と
す
れ
ば
、
同
に
よ
り

一

D
〈

M
1
2
ト

L
E
H
L
2
M
(一
日

戸

同

一

巴

)

吐

血

苫

こ
れ
に
戸
一
宮
を
莱
巴
て
、
ー
に
つ
い
て
相
加
す
れ
ば

(ゴ
)

M
」

q
f
f
t
S
H
M
L
E
-
-
=

z
c
r」
-

と
な
る
。
故
に
均
衡
が
安
定
た
ら
ば

(
斗
雪
村
)
《
一
Z
J
L
一》』八司

従
つ
一
叩
】
説
明
加
心
財
乃
由
に
患
の
下
落
芸
す
も
の
が
あ
る
か
、
又
は
供
給
減
の
方
忙
債
格
騰
貴
す
る
も
D
が
あ
る
a

市
場
均
揖
白
安
定
傑
件

主主

O 

(
叶
叩
)

(
M
H
H
F

日
}

園
田d

) 

日
1
〉

-
l
z
-
H
A
)

市
川
叫
が
安
定
の
場
合
、
た
ピ
一
財
の
供
給
榊
加
な
ら
ば
、
北
ハ
の
耐
山
絡
は
下
落
す
る
が
、

二
財
の
供
給
府
加
と
な
れ
ば
、

，、

一τ 
同

そ
の
一
つ



は
債
格
下
落
し
、
他
は
騰
貴
す
る
と
と
も
あ
り
得
る
。
例
へ
ば
二
財
に
つ
い
て

句

v

p

L川
l

L

同
m
l

川

町

u
r
-
-
3
~
v
p

日

r

r

E

u

q

?

H

H

』

九

日

F
Z
H
-
-
q
?

己

と
ず
れ
ば
、
安
定
傑
刊
は
満
た
さ
れ
る
。
そ
し
て
特
殊
似
給
の
増
加
を
a
h
と
す
れ
ば

U

H

日

目

l

H

H

【5

ロ《
J
u
u
H
P

出
ュ
ヲ
」
〕
[
【
一
p
t
r

Mc 
i亡

(ザ
-
H
H
F
N
P

L
P
H
l田

町
戸

l
u
t

L
」
た
り
、

7
〉
回
口
〉
号
一
友
ら
ば
、
戸
一
七
』
〉
(
)
祖
と
た
る

G

↑
上
記
は
ク
ル
ノ

1
流
の
澗
占
古
川
の
展
開
、
剖
ち
生
戸
川
北
不
裂
の
商
品
、
又
は
供
給
市
場
と
金
く
聞
係
た
き
K
地
に
℃
生
古
川
さ
れ
る

一
商
品
の
湖
占
問
題
を
一
般
的
に
考
察
す
る
に
岱
っ
て
附
川
し
作
る
も
の
で
あ
る
が
.
ま
た
同
時
に
澗
占
が
唯
一
商
品
に
限
る
刊
朝
合
と
.

L

ヲ
ハ
司

一
一
品
以
上
に
及
ぶ
場
合
と
に
つ
い
て
刊
だ
し
雪
仰
い
呉
の
あ
る
こ
と
を
も
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
、

司子市

h

た
特
殊
供
給
H
I
を
負
数
に
と
れ
ば
、
特
殊
吋
裂
と
な
り
、
と
れ
は
或
る
種
の
問
題
に
油
川
し
得
る
己
と
を
橡
想
す
る
も
の
で
あ

る。
句口弓川

し
叫
刊
に
刈
川
江
主
要
す
る
斯
も
あ
る

3

此
也
子
に
つ
い
て
は
他
日
制
を
史
め
て
閉
山
下
界
諸
賢
の
御
尚
批
主
仰
ぎ
た
き
所
存
で
あ
る
が
、

E

一
、
に
ザ
ー
を
州
〈
に
仕
っ
て
、
紙
数
の
彩
し
ん
き
)
包
温
に
も
拘
は
ら
中
御
克
却
を
た
ま
ひ
し
己
と
に
つ
い
て
柿
纂
委
員
各
位
に
衷
心
謝
意

を
十
戒
す
る
次
第
で
あ
る
3

(

昭
和
十
八
年
十
一
H
十
三
日
)

吏
陀
特
殊
需
給
1
1
の
刊
に
生
応
捌
係
を
つ
け
、
生
内
財
を
生
タ
川
物
の
引
給
市
場
か
ら
脱
求
す
る
も
の
と
す
れ
ば
一
般
生
湾
論
と
な

と
の
場
合
判
然
山
林
間
内
相

H
調
1
刊
を
央
ふ
が
、
安
之
問
題
の
山
厄
瑚
お
は
心
情
丈
所
設
の
方
針

E
m製
す
れ
ば
可
た
り
と
問
山
ふ

市
場
向
椅
の
安
定
帳
件

五




